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試験問題（解答欄付き） 

氏名：              所属医療機関名：                   

返送先住所： 〒                              

TEL：               FAX：                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

動画 1 動画 2 動画 3 総合判定 

    ／ 5 問     ／ 5 問     ／ 5 問 合格・不合格 

＜研修会未受講者の令和 6 年更新申請用の受講証発行について＞ 

① 各動画ごとに 5 問中 4 問以上正答（総合判定で合格）した方へ、「千葉県医師会 
母体保護法指定医師研修会受講証（令和 6 年更新申請用）」を発行いたします。 

② 以下の設問の解答をすべて記入の上、千葉県医師会へ FAX 送信してください。 

送信先ＦＡＸ番号 ： ０４３－２３９－５４６１ 

③ 不合格の場合は事務局より解答用紙をご返却いたしますので、再提出をお願い 
いたします。 

④ 医会研修シール、日本専門医機構単位は付与されません。 
⑤  受講証は 7 月 31 日（水）以降に順次発送いたします。 

 
 

※3 つの動画の確認テストそれぞれに合格することが 
受講証発行の条件です 

 

【連絡先】 
千葉県医師会地域医療課 母体保護係 
〒260-0026 千葉市中央区千葉港 4-1 

 TEL：043-239-5473 FAX：043-239-5461 

※テストは次ページからです 

 

R6 研修会未受講者限定 令和 5 年度オンデマンド配信用 
動画テスト（R6.3.1～3.7） 
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動画 1：母体保護法指定医師研修会の注意事項と母体保護法の留意点 
 
 
問 1 千葉県医師会母体保護法指定医師について、正しいものを 1 つ選べ。 
  ① 千葉県内の産婦人科標榜医療機関なら、何処でも中絶手術が可能である 
  ② 千葉県内の同一法人の施設なら、指定医として中絶手術が可能である 
  ③ 指定医は医療施設とセットで指定されるので、指定医療機関（1 施設）のみで 

有効である 
  ④ 指定医が一人でも居れば、その医療機関の中では医師ならだれでも中絶手術が 

可能である（ただし研修医は指定医の直接指導が必要） 
  ⑤ 千葉県内の研修施設（連携施設も含む）でなら、他施設の指定医でも単独で 

中絶手術が可能である 
 

解答：                  
 
 
問 2 手術の適応について、正しいものを 1 つ選べ。 
  ① 医師には応召義務があり、患者が求めた場合は中絶手術に応じる義務がある 
  ② 妊娠初期に風疹に罹患、または NIPT 異常は中絶手術の適応になる 
  ③ 19 歳以下は若年妊娠として中絶手術の適応になりうる 
  ④ 経済的理由は患者本人の申し出のみで適応となる（詳しく詮索することはプライ 

バシーの侵害になる） 
  ⑤ 肺結核、心疾患は病名のみ記載すれば手術適応と見なされる 
 

解答：                  
 
 
問 3 同意書について、正しいものを 1 つ選べ。 
  ① 事実婚（婚姻届は提出していない）の場合は、患者本人の署名のみで有効である 
  ② 未成年者には保護者の同意が必須である 
  ③ 配偶者欄に押印があれば、患者本人と同じ筆跡でも有効（同一の印鑑は不可） 
  ④ 配偶者以外との間の妊娠の場合は、夫ではなくその相手の同意が必要である 
  ⑤ 配偶者以外による強制性交で妊娠した場合でも、母体保護法上は配偶者の 

同意が必要である 

 
解答：                   
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動画 1：母体保護法指定医師研修会の注意事項と母体保護法の留意点 

 
 
問 4 人工妊娠中絶実施報告について、正しいものを 1 つ選べ。 
  ① 患者の住所は番地まで正確に記載する 
  ② 手術件数が５例以下の場合は、２ヶ月分まとめて提出する（翌月が０でも報告） 
  ③ 複数の指定医がいる場合は、手術を実施した指定医のみ報告書を提出する 
  ④ 複数の指定医がいる施設で、手術が０の場合は代表医のみ０報告をする 
  ⑤ 複数の指定医が在籍する医療機関は手術を実施しなかった医師も実施数「0」で 
    届ける義務がある 
 

解答：                  
 
 
問 5 不妊手術について、正しいものを 1 つ選べ。 
  ① 不妊手術を実施するには、本人・配偶者の同意書の提出は必要ではない 
  ② 不妊手術の同意は、未成年でも有効である 
  ③ 不妊手術を実施するには、母体保護法指定医師の資格が必要である 
  ④ 不妊手術を実施した場合は、実施報告書の提出が必要であるが、０報告は不要で 

ある 
  ⑤ 数人の子を有し、夫婦の同意を得て帝王切開と同時に不妊手術を実施した場合は、 

届出の必要はない 
解答：                  
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動画 2：千葉県の性感染症の現況 
 

問１ 以下の抗菌剤のうち、梅毒に対する第一選択の薬剤はどれか？ 

a. アモキシリン 
b. ステルイズ 
c. シタフロキサシン 
d. ミノサイクリン 
 
① a のみ    ②  a と b    ③  a, c, d    ④  b と d   ⑤  a～d のすべて 
 

解答：                  

 

問２ 以下の性感染症のうち混合感染が多い組み合わせはどれか？ 

a. 梅毒 
b. 淋菌性尿道炎 
c. 性器クラミジア感染症 
d. マイコプラズマ感染症 
e. コンジローマ 
 
① a と b     ②  b と c   ③  c と d   ④  d と e   ⑤  a と e 
 

解答：                   

 

問３ 非クラミジア性非淋菌性尿道炎の起因菌はどれか？ 

a. Mycoplasma genitalium 
b. Trichomonas vaginalis 
c. Ureaplasma urealyticum 
d. Ureaplasma parvum 
e. Mycoplasma hominis 
 
① a と b      ②  b と c   ③  c と d   ④  d と e   ⑤  a と e 

解答：                    
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動画 2：千葉県の性感染症の現況 

問４ 以下の記述で正しいものはどれか？ 

1. 世界で最も多い性感染症はマイコプラズマ感染症である。 
2. 千葉県では COVID-19 対策期間中、性感染症発生数は減少した。 
3. 淋菌性咽頭感染は上気道炎様の症状が特徴である。 
4. コンジローマはコンドームで感染を防止できる。 
5. クラミジアの治療にはマクロライド系抗菌剤が用いられる。 
 

解答：                  
 
 

問５ 以下の記述で誤っているものはどれか？ 

1. 淋菌やクラミジアは口腔性交でも感染する。 
2. 性感染症の罹患年齢は男女ともに 20 歳代が最も多い。 
3. マイコプラズマ感染症の治療にはセフェム系抗菌剤が有効である。 
4. コンジローマの治療には局所療法が行われる。 
5. HPV ワクチンはウィルスに曝露される前に使用する。 
 

解答：                  
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動画 3：母体保護法指定医のための生命倫理の基礎知識 
 
 
問 1 インフォームドコンセントで最も重要なのはどれか、1 つ選べ。 

① 文書による説明 
② 医師による説明 
③ 患者による意思決定 
④ 医療従事者のサポート 
⑤ 医事訴訟での責任回避 

 
解答：                   

 
 
問 2 患者の権利でないのはどれか、1 つ選べ。 

① 自分の病状について家族に知らせないよう医師に求める権利 
② 医師が示した見解に対して他の医師の意見を求める権利 
③ 診療録中の記載の誤りを医師に訂正するよう求める権利 
④ 医学的に妥当でない治療でも医師から受ける権利 
⑤ 真実を知ることを放棄する権利 

 
解答：                   

 
問 3 34 歳の女性。月経が遅れ妊娠の可能性があるため、慢性糸球体腎炎て長く通院中の主治医

の外来を受診した。28 歳から慢性糸球体腎炎に罹患しており、妊娠・出産により透析にな
る可能性があるため避妊を指導されていた。妊娠反応は 陽性であった。夫とともに面談を
繰り返したが、本人の「透析になってもよいか ら子どもを産みたい」という強い希望は変
わらない。 
上記の場合の対応として正しいのはどれか、1 つ選べ。 
① 弁護士に連絡する。 
② 産科医を含めたチームで対応する。 
③ 指示に従わないことを理由に診療しない。 
④ 透析になったら医療保険の適用にならないと説明する。 
⑤ 夫に人工妊娠中絶のための内服薬の入手方法を紹介する。 

 
解答：                   
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動画 3：母体保護法指定医のための生命倫理の基礎知識 

 
問 4 医師が適切と考える治療について患者十分な説明を行ったが、治療を望まなかったため、 

患者の選択を尊重することとした。この対応に関連するのはどれか、1 つ選べ。 
① ジュネーブ宣言 
② リスボン宣言 
③ ヘルシンキ宣言 
④ ニューベルグ綱領 
⑤ マドリード宣言 

 
解答：                  

 
 
問 5 医の生命倫理原則に含まれないのはどれか、1 つ選べ。 

① 善行 
② 正義 
③ 無危害 
④ 自律尊重 
⑤ 社会貢献 

解答：                  
 
 
 
 

～以上でテストは終了です～ 

 
 

※ 7 枚すべてにご記入・ご解答の上、千葉県医師会へ FAX にて 

ご提出ください。（FAX：043-239-5461） 

 

※ 不合格の場合は、千葉県医師会事務局より解答用紙をご返却 

いたしますので、再提出をお願いいたします。 


